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は
様
々
で
あ
り
、
同
じ
学
部
名
で
も
大
学

に
よ
っ
て
取
得
で
き
る
資
格
が
異
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
将
来
像
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

④
学
び
た
い
こ
と
が
で
き
る
施
設
が
あ
る
か
を

調
べ
る

大
学
、
専
門
学
校
の
施
設
・
設
備
は
学
び

に
直
結
す
る
重
要
な
情
報
で
す
。
図
書
館

な
ど
の
施
設
・
設
備
が
充
実
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て
、
志

望
校
を
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
未

来
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。
北

陵
生
一
人
ひ
と
り
が
満
足
の
い
く
進
路
選
択
が

で
き
る
よ
う
、
私
達
も
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

美　

術　

部

第
55
回
島
根
県
高
校
美
術
展

時　

12
月
16
〜
19
日　
　
　
　
　

於　

島
根
県
立
美
術
館（
松
江
市
）

　

全
県
か
ら
305
点
の
応
募
が
あ
り
、
本
校
か
ら

は
37
点
を
出
品
し
、
35
点
が
入
選
し
た
。
そ
の

う
ち
山
﨑
梨
央（
2-6 

玉湯
）
の
油
絵
作
品
「
ア
レ
キ

サ
ン
ド
ラ
イ
ト
」
が
全
国
大
会
推
薦
作
品
枠
７

点
に
選
出
さ
れ
、
来
年
度
の
鹿
児
島
大
会
に
出

品
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
本
校

が
全
国
高
総
文

祭
に
推
薦
出
品

さ
れ
る
の
は
４

年
連
続
16
回
目

で
あ
る
。

卓　

球　

部

第
77
回
国
民
体
育
大
会 

感
謝
状
贈
呈
式

時　

11
月
29
日

於　

本
校　
　

　

第
77
回
国
民
体
育
大
会
で
本
校
卓
球
部
が
３

位
入
賞
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
島
根
県
ス
ポ

ー
ツ
協
会
か
ら
本
校
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
呈

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
本
校
で
は
今
年
度
も
３
年
生
全
体
の

８
割
近
く
の
生
徒
が
進
学
を
希
望
し
て
お
り
、

既
に
そ
の
多
く
が
合
格
を
決
め
て
い
ま
す
。
進

路
が
決
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
来
た
る
卒
業
試
験
に

向
け
て
冬
休
み
中
も
し
っ
か
り
と
学
習
に
励
む

と
と
も
に
、
進
学
後
の
学
び
に
備
え
て
基
礎
学

力
の
充
実
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。
一
方
、
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
や
一
般
型
選
抜
試
験
を
受
験

す
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
最
後
の
追
い
込
み
の

時
期
で
す
。
入
試
に
向
け
て
一
つ
ひ
と
つ
を
確

実
に
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
体
調
に
は

十
分
留
意
し
、
万
全
の
状
態
に
し
て
自
信
を
持

っ
て
本
番
に
臨
み
、
実
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
標
題
に
あ
っ
た
「
努
力
す
る
人
は
希

望
を
語
り
、
怠
け
る
人
は
○
○
を
語
る
」
は
、

作
家
で
あ
る
井
上
靖
の
名
言
で
す
。
１
９
５
０

年
に
「
闘
牛
」
で
芥
川
賞
を
受
賞
し
、
他
に
も

多
数
の
受
賞
作
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
○
○

に
入
る
言
葉
は
、「
不
満
」で
す
。 

最
近
、
愚
痴

や
不
満
ば
か
り
漏
ら
し
て
い
た
人
は
ド
キ
ッ
と

し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
同
じ
学
校
生
活
を
送

る
に
し
て
も
不
満
を
言
い
な
が
ら
生
活
す
る
の

と
、
希
望
を
持
ち
、
未
来
を
見
据
え
て
学
習
に

取
り
組
む
の
と
で
は
、
得
ら
れ
る
も
の
に
大
き

な
差
が
出
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
言
葉

は
「
希
望
を
語
れ
ば
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
り
、
努

力
す
る
力
が
湧
い
て
く
る
」
と
も
言
い
換
え
ら

努
力
す
る
人
は
希
望
を
語
り
、

　
　
　
怠
け
る
人
は
○
○
を
語
る

努
力
す
る
人
は
希
望
を
語
り
、

　
　
　
怠
け
る
人
は
○
○
を
語
る

進
学
指
導
部
長

進
学
指
導
部
長

松
井

仁
志

松
井

仁
志

れ
る
と
思
い
ま
す
。
将
来
の
目
標
を
早
期
に
見

つ
け
て
、
不
満
を
抱
き
な
が
ら
の
日
々
で
は
な

く
、
何
事
に
も
前
向
き
に
学
校
生
活
を
送
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
高
校
１
・

２
年
生
の
皆
さ
ん
が
志
望
校
を
考
え
る
う
え
で
、

大
学
や
専
門
学
校
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
ポ
イ

ン
ト
を
４
つ
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ま
だ
考

え
て
い
な
か
っ
た
人
は
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
志

望
校
に
つ
い
て
冬
休
み
に
調
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
既
に
決
定
し
て
い
る
人
は
、
懸
念
点
が
な

い
か
、
改
め
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

①
志
望
校
が
望
む
人
材
と
な
り
た
い
自
分
が
重

な
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
よ
く
読

み
、
自
分
の
方
向
性
と
の
合
致
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

②
受
験
対
策
に
向
け
て
、
入
試
の
基
礎
情
報
の

収
集
、
デ
ー
タ
の
活
用

入
試
方
式
に
よ
っ
て
は
２
年
生
か
ら
対
策

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
近

年
の
専
門
学
校
の
総
合
型
選
抜
試
験
は
、

３
年
生
の
４
・
５
月
に
実
施
す
る
学
校
も
出

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
目
を
通
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

③
卒
業
後
を
見
据
え
、
卒
業
後
の
就
職
先
な
ど

の
確
認

例
え
ば
大
学
や
学
部
に
よ
っ
て
は
、
進
路

さ
れ
た
。
贈
呈
式
に
は
島
根

県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
安

井
専
務
理
事
を
は
じ
め
３

名
の
皆
様
に
ご
来
校
い
た

だ
き
、
本
校
校
長
に
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
た
。

第
77
回
国
民
体
育
大
会

 

優
秀
選
手•

監
督•

優
良
団
体
表
彰
式

時　

12
月
７
日　
　
　
　
　

於　

サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も

　

去
る
12
月
７
日
、
サ
ン
ラ

ポ
ー
む
ら
く
も
に
て
、
第

77
回
国
民
体
育
大
会
優
秀
選

手
・
監
督
・
優
良
団
体
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。
本
校
か
ら

は
卓
球
競
技
で
３
位
に
入
賞

し
た
古
瀨
泰
之
教
諭
、
杉
浦

大
和（
3-2 

北陵
）、
佐
藤
卓
斗（
2-4 

北陵
）、
小
野
泰
和

（
1-5 

北陵
）
が
出
席
し
、
島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

田
部
長
右
衛
門
副
会
長
か
ら
表
彰
状
と
メ
ダ
ル

が
授
与
さ
れ
た
。

第
50
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会

 

中
国
地
区
予
選
会

時　

12
月
16
〜
18
日

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

【
男
子
団
体
】　

準
優
勝

〈
予
選
リ
ー
グ
〉本
校　

３

－

０　

西
京（
山
口
）

　
　
　
　
　
　

本
校　

３

－

０　

武
田（
広
島
）

〈
決
勝
リ
ー
グ
〉本
校　

３

－

０　
倉
敷
工
業（
岡
山
）

　
　
　
　
　
　

本
校　

３

－

０　

明
誠（
島
根
）

　
　
　
　
　
　

本
校　

２

－

３　
松
徳
学
院（
島
根
）

　
　
　
　
　
　

本
校　

３

－

１　
呉
青
山（
広
島
）

　
　
　
　
　
　

本
校　

３

－

１　
宇
部
工
業（
山
口
）

　
　
　
　
　
　

本
校　

３

－

０　
金
光
学
園（
岡
山
）

　
　
　
　
　
　

本
校　

３

－

０　

関
西（
岡
山
）

○
大
会
総
評

　

優
勝
を
目
標
に
臨
ん
だ
が
、
残
念
な
が
ら
今

一
歩
及
ば
な
か
っ
た
。
全
国
選
抜
で
は
厳
し
い

戦
い
が
予
想
さ
れ
る
が
、
残
り
の
期
間
で
個
々

の
力
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な

っ
て
戦
う
準
備
を
し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

「アレキサンドライト」山﨑梨央



第４４８号　（2）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

出
雲
地
区
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

時　

12
月
17
・
18
日　
　
　

於　

出
雲
高
等
学
校
体
育
館

１
回
戦　

本
校　

96

－

24　

出
雲
商
業

２
回
戦　

本
校　

119

－

39　

出
雲
西

決　

勝　

本
校　

130

－

26　

出　

雲

　

優
勝（
県
新
人
戦
ベ
ス
ト
４
シ
ー
ド
獲
得
）

〇
大
会
総
評

　

全
試
合
危
な
げ
な
い
試
合
運
び
で
優
勝
を

成
し
遂
げ
た
。
し
か
し
、
更
に
上
を
目
指
し

て
精
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
は
全

員
に
出
場
機
会
が
あ
り
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
を
克
服
し
て
成
長
し
て
欲
し
い
。
勝
つ

だ
け
で
は
な
い
出
雲
北
陵
ら
し
さ
と
伝
統
を

大
切
に
し
、
ひ
た
む
き
に
日
々
の
練
習
に
励

ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方

々
か
ら
多
く
の
声
援
を
頂
き
、
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

手
島
幹
人
）

な
ぎ
な
た
部

島
根
県
高
等
学
校
な
ぎ
な
た
新
人
大
会

時　

12
月
11
日　
　

於　

本
校　

黎
明
館

〈
個
人
競
技
の
部
〉

優
勝　

廣
瀨
米
香（
2-5 

北陵
）

２
位　

橋
垣
苺
佳（
2-3 

斐西
）

３
位　

寺
本
春
葉（
1-4 

松一
）

○
大
会
総
評

　

個
人
は
上
位
３
名
、
団
体
は
本
校
が
３
月

に
兵
庫
県
で
行
わ
れ
る
全
国
選
抜
大
会
へ
の

出
場
が
決
ま
っ
た
。
大
会
に
向
け
今
後
も
稽

古
に
励
み
た
い
。 

（
顧
問　

井
上
美
代
）

進

学

状

況

北
陵
生
健
闘
中
！

　

今
年
度
高
校
３
年
生
は
健
闘
を
続
け
、
次

々
と
志
望
校
へ
の
切
符
を
手
に
し
て
い
る
。

今
後
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
向
け
て
最
後

の
追
い
込
み
を
行
い
、
更
な
る
成
果
を
挙
げ

て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
合
格
者

の
多
く
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
志
望
校
へ

の
熱
い
思
い
を
持
ち
、
地
道
な
努
力
を
重
ね
、

充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

【
国
公
立
大
学
・
短
期
大
学
】

島
根
大
学
・
岡
山
大
学
・
山
口
大
学
・
島
根

県
立
大
学
・
周
南
公
立
大
学
・
島
根
県
立
大

学
短
期
大
学
部
・
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期

大
学

【
私
立
大
学
】　

法
政
大
学
・
日
本
大
学
・
東
京
音
楽
大
学
・
東

京
薬
科
大
学
・
京
都
外
国
語
大
学
・
大
阪
芸

術
大
学
・
大
阪
商
業
大
学
・
甲
南
大
学
・
美

作
大
学
・
環
太
平
洋
大
学
・
広
島
修
道
大
学
・

広
島
経
済
大
学　

な
ど

就
職
状
況
（
12
月
20
日
現
在
）

就
職
内
定
100
％
達
成
！

　

９
月
16
日
以
降
、
就
職
試
験
が
開
始
さ
れ
、

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
第
一
希
望
の
企
業
か
ら

内
定
を
い
た
だ
い
た
。

【
県
外
】
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
・
陸
上
自
衛
隊

【
県
内
】
㈱
出
雲
技
研
・
出
雲
大
社
・
㈱
出
雲

村
田
製
作
所（
８
名
）・
大
国
建
築
㈲（
２
名
）・

㈱
大
崎
西
日
本
支
店
島
根
第
一
営
業
所
・
㈱

共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
㈲
小
林
貸
衣
裳
店
・

㈱
ジ
ェ
イ
・
エ
ム
・
エ
ス
出
雲
工
場（
６
名
）・

㈱
至
誠
・
島
根
県
農
業
協
同
組
合
出
雲
地
区

本
部
・
島
根
県
農
業
協
同
組
合
石
見
銀
山
地

区
本
部
・
㈱
ソ
ラ
ス
ト
島
根
支
社
・
㈱
ダ
イ

ハ
ツ
メ
タ
ル
出
雲
工
場（
２
名
）・
津
山
屋
製

菓
㈱
・
㈱
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
―
ス
・
㈲
ト
ラ

ス
ト
Ａ
・
㈱
八
興
シ
ス
テ
ム
ズ
出
雲
営
業
所
・

㈱
ヒ
ュ
―
マ
ン
・
ヒ
ラ
タ
精
機
㈱（
２
名
）

ダ
ン
ス
同
好
会

第
47
回
島
根
県
高
体
連
ダ
ン
ス
発
表
会

時　

12
月
13
日　
　
　
　

於　

ビ
ッ
ク
ハ
ー
ト
出
雲

　

昨
年
に
引
き
続
き
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
、
本
校
か
ら
は
12
名
が
出
場
し
た
。
今

回
は
「Girl friend

」
を
テ
ー
マ
に
ダ
ン
ス

を
披
露
し
た
。
一
人
の

女
の
子
が
多
く
の
人
と

出
会
い
、
友
人
と
衝
突

し
な
が
ら
も
強
く
成
長

す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ

ー
を
ダ
ン
ス
と
し
て
表

現
し
た
。
生
徒
達
は
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
も
ダ

ン
ス
を
完
成
さ
せ
、
本

番
で
は
練
習
の
成
果
を

十
分
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
会
の

終
わ
り
に
は
島
根
大
学

教
授
か
ら
ご
講
評
い
た

だ
き
、
自
分
達
に
足

り
な
い
部
分
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
よ
り
一
層
精
進
し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

遠
藤
圭
晃
）

I
C
Ｔ
公
開
授
業【
２
学
期
】

　

本
校
で
は
、
授
業
へ
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
た
め
に
、

学
期
ご
と
に
科
目
を
決
め

て
授
業
で
の
取
り
組
み
の

発
表
を
し
て
い
る
。

　

２
学
期
は
国
語
・
社

会
・
理
科
の
発
表
を
行
っ

た
。
今
後
の
授
業
に
活
用

し
、
更
に
良
い
授
業
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
教
員
一

同
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

写　

真　

部

令
和
４
年
度
秋
季
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

特
選
７
点
、
入
選
14
点
入
賞
！

時　

11
月
４
日　
　
　
　

於　

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

　

今
年
度
は
本
校
か
ら
13
名
が
65
点
出
品
し
、

特
選
７
点
、
入
選
14
点
と
い
う
結
果
で
あ
っ

た
。
撮
影
に
お
い
て
、
陰
な
が
ら
多
く
の
方

々
に
お
世
話
に
な
り
、
心
よ
り
感
謝
し
て
い

る
。
特
選
作
品
は
次
の
通
り
。

【
特
選
】（
作
品
番
号
順
）

　
「
追
憶
」 

山
岡
瑚
子（
2-1 

平田
）

　
「
白
昼
夢
」 

飯
塚
真
子（
2-4 

出三
）

　
「
ふ
わ
り
」　　
　
　
　　
飯
塚
真
子

　
「
放
課
後
」　　
　
　
　　
飯
塚
真
子

　
「
静
寂
に
踊
る
」 

高
橋
詩
織（
2-5 

出三
）

　
「
未
来
」 

伊
藤
愛
莉（
1-6 

島附
）

　
「
思
い
出
」 

喜
多
川
宗
真（
1-2 

出三
）

 

（
顧
問　

村
上　

学
）

吹

奏

楽

部

第
46
回
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会

時　

12
月
11
日　
　
　
　
　

於　

ア
ル
テ
ピ
ア（
安
来
市
）

　

本
校
か
ら
は
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
４
重
奏
が
参

加
し
た
。
本
番
で
は
美
し
い
音
色
で
素
晴
ら

し
い
演
奏
を
披
露
し
、会
場
を
魅
了
し
た
。結

果
、
島
根
県
代
表
と
し
て
、
２
月
に
出
雲
市

民
会
館
で
行
わ
れ
る
中
国
大
会
へ
の
出
場
権

を
獲
得
し
た
。

　

中
国
大
会
で
は
、
更
に
質
の
高
い
演
奏
が

で
き
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
。

・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
４
重
奏　

金
賞
・
県
代
表

　
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン·

ブ
ッ
ク
／
Ｄ
．マ
ス
ラ
ン
カ

塚
本
真
一（
2-4 

出一
）・
角
国
せ
れ
野（
2-5 

大一
）・
高
見

春
菜（
2-6 

松四
）・
山
口
優
奈（
2-6 

小郡
）



（3）　第４４８号
　

12
月
１
日
、
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
ラ
イ
ブ
配
信

で
の
立
会
演
説
会
と
な
っ
た
。
７
名
の
生
徒

が
立
候
補
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
を
伝
え
、選

挙
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
立
候
補
者
は
限
ら

れ
た
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
し
っ
か
り
と
選

挙
活
動
を
行
い
、
８
日
の
投
票
日
を
迎
え
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
ま
だ
ま
だ

制
約
の
か
か
る
場
面
も
あ
る
が
、
当
選
し
た

会
長
、
副
会
長
を
中
心
と
す
る
新
生
徒
会
に

は
、
活
気
あ
る
生
徒
会
を
つ
く
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

生
徒
会
長

　
　
　

須
谷　

知
史（
2-4 

北陵
）

副
会
長

　
　
　

高
橋　

詩
織（
2-5 

出三
）

副
会
長

　
　
　

曳
野　

徳
二（
2-5 

湖北
）

新
生
徒
会
三
役
決
定

中学校
　

12
月
１
日
に
生
徒
会
長
立
会
演
説
会
及
び

選
挙
が
行
わ
れ
た
。
立
候
補
者
と
応
援
演
説

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
熱
く
語
り
、
投
票

者
達
も
そ
れ
を
真
剣
に
聞
く
様
子
が
見
ら
れ

た
。
選
挙
の
結
果
、
左
記
の
生
徒
が
新
生
徒

会
役
員
と
し
て
選
ば
れ
た
。

生
徒
会
長

　
　
　

藤
原　

希
成（
中2 

四絡
）

副
会
長

　
　
　

岩
﨑　
　

彩（
中2 

湖陵
）

　

今
日
は
県
立
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
お
ら

れ
る
２
名
の
先
生
か
ら
、
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン

グ
を
中
心
に
看
護
に
関
す
る
ご
講
義
を
い
た

だ
い
た
。
生
徒
達
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
体

験
実
習
で
あ
り
、
興
味
深
く
実
習
に
臨
む
こ

と
が
で
き
た
。中

学
校

卓　

球　

部

第
45
回
島
根
県
中
学
校
選
抜
卓
球
大
会

時　

12
月
10
日　
　
　

於　

大
田
総
合
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉　

準
優
勝

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

金
丸　

陽（
中2 

西山
）

３
位　
波
多
間
怜
偉（
中1 

龍王
）

○
大
会
総
評

　

大
変
悔
し
い
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
次
の
大
会
に
向
け
て

課
題
を
克
服
し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

テ

ニ

ス

部

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
県
予
選

時　

12
月
３
日　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
16
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

初
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

中
２
男
子
１
人
が
出
場
。
高
校
生
と
対
戦

し
、
パ
ワ
ー
、
ス
ピ
ー
ド
に
圧
倒
さ
れ
、
敗

退
し
た
。
高
校
生
と
ラ
リ
ー
が
で
き
る
よ
う

に
、
も
っ
と
練
習
を
積
ま
な
い
と
い
け
な
い

と
思
う
。 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

副
会
長

　
　
　

千
百
松
哲
平（
中1 

塩冶
）

議
長

　
　
　

狩
野　

瑛
良（
中2 

塩冶
）

学
校
開
放
美
術
講
座

時　

11
月
26
日　

於　

本
校
美
術
棟

　

本
校
で
は
美
術
の
基
礎
で
あ
る
素
描
を
中

心
に
学
ぶ
講
座
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

本
年
度
は
中
学
生
の
部
の
み
の
開
催
だ
っ
た

が
、
参
加
者
は
皆
、
集
中
し
て
約
２
時
間
の

実
技
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
に
上
達
が
伺

え
実
り
の
あ
る
講
座
に
な
っ
た
。

　

次
年
度
も
開
催
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、

多
く
の
方
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

演
奏
会
の
お
知
ら
せ

吹

奏

楽

部

　

本
校
吹
奏
楽
部
が
ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
致
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
関

係
者
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

出
雲
北
陵
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日　

時
：
12
月
25
日
㈰

　

昼
の
部　

13
時
20
分
開
場

　
　
　
　
　

14
時
開
演

　

夜
の
部　

17
時
50
分
開
場

　
　
　
　
　

18
時
30
分
開
演

場　

所　

出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料
（
整
理
券
が
必
要
で
す
）

看

護

体

験

看

護

体

験

時　

12
月
15
日　
　
　
　
　

於　

島
根
県
立
大
学（
出
雲
）

　

こ
の
度
、
２
年
生
看
護
医
療
系
列
の
生

徒
が
、
看
護
医

療
体
験
学
習
を

行
っ
た
。
こ
の

実
習
は
、
生
命

の
尊
さ
や
看
護

の
意
義
に
つ
い

て
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、

看
護
へ
の
関
心

を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い

る
。

新
生
徒
会
長
・
副
会
長
決
定

高校

素描室にてデッサンの様子



第４４８号　（4）

三
年
間
を
振
り
返
っ
て

　

〜
三
年
「
国
語
表
現
」
の

 

授
業
か
ら
〜

今
日
も
元
気
だ
！
学
校
へ
行
こ
う
！

後
五
分　

気
持
ち
ば
か
り
が　

焦
り
つ
つ

動
く
に
動
け
ぬ　

布
団
が
恋
し
い

 

（
時
間
で
す
よ
！
）

登
下
校　

い
つ
も
危
険
な　

橋
渡
り

 

（
遅
刻
し
て
し
ま
う
）

「
お
は
よ
う
」
と　

白
い
靴
下　

は
い
た
犬

優
し
い
顔
で　

お
見
送
り

 

（
ワ
ン　

ワ
ン　

ワ
ン
）

あ
れ
？　

も
し
や
！　

ワ
ン
太（
飼
い
犬
）

ど
う
し
て　

今
こ
こ
に
？

他
犬
の
そ
ら
似　

和
む
登
校

 

（
時
間
と
心
の
ゆ
と
り
が
あ
り
ま
す
）

お
じ
い
ち
ゃ
ん　

抜
い
た
ら
今
日
は

間
に
合
う
ぞ　

朝
の
お
散
歩　

私
の
時
計

 

（
規
則
正
し
い
生
活
で
す
）

遅
刻
や
ん　

車
で
登
校　

間
に
合
わ
ず

昇
降
口
で　
「
ま
た
君
か
」

 

（
常
連
に
な
っ
て
ま
す
）

授
業
で

耐
え
難
き　

恐
怖
苦
痛
を　

受
け
な
が
ら

切
に
願
う
は　

終
わ
り
の
チ
ャ
イ
ム

 

（
あ
て
な
い
で
く
れ
よ
）

作
品
と
研
究

今月の
 1枚「旅行家の拠点」堀川　花音　　（2-6）出三

第55回島根県高校美術展入選

黒
板
に　

書
く
の
早
す
ぎ　

消
さ
な
い
で

少
し
あ
な
た
の　

声
が
聞
き
た
い

 

（
聞
き
な
が
ら
メ
モ
し
て
く
だ
さ
い
）

現
代
文　

☆
“
＠
§
※
く
ん
に

ロ
ッ
ク
オ
ン 

（
が
ん
ば
れ
よ
）

五
時
間
目　

い
つ
も
私
は　

夢
の
中

 

（
聞
こ
え
て
い
ま
す
か
？
）

ピ
ア
ノ
、
歌　

練
習
す
れ
ど　

追
い
つ
か
ず

試
験
日
迫
る　

保
育
検
定

 

（
弾
き
語
り
の
保
育
士
）

目
が
あ
っ
て　

難
問
あ
て
ら
れ　

分
か
ら
な
い

思
考
停
止
の　

沈
黙
の
間

 

（
予
習
し
と
け
ば
良
か
っ
た
）

気
が
付
け
ば　

視
線
を
向
け
て
る　

そ
の
姿

か
な
わ
ぬ
恋
と
は　

し
り
な
が
ら

 

（
そ
ん
な
も
ん
で
す
）

寒
い
中　

体
育
で
テ
ニ
ス　

玉
ど
こ
へ

ゲ
ー
ム
に
な
ら
ず　

試
合
終
了

 
（
基
本
練
習
が
必
要
で
す
）

体
育
で
は　

長
袖
着
な
い　

絶
対
に

 

（
年
中
半
袖
の
人
も
い
ま
す
ね
）

そ
ろ
そ
ろ
か　

時
計
を
見
て
も　

ま
だ
一
〇
分

先
は
長
い
ぞ　

あ
と
四
〇

 

（
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
か
）

休
み
時
間

さ
っ
き
ま
で　

無
言
貫
き　

サ
イ
レ
ン
ト

終
わ
っ
た
途
端
に　

教
室
ラ
イ
ブ

 

（
そ
れ
に
し
て
も
う
ま
い
）

教
官
室　

い
つ
も
聞
こ
え
る　

関
西
弁

 

（
北
陵
名
物
の
一
つ
で
す
）

抹
茶
ラ
テ　

久
し
ぶ
り
に　

飲
み
た
い
な

 

（
新
商
品
が
す
ぐ
出
ま
す
）

五
円
出
な
い　

表
示
ラ
ン
プ
で　

騒
ぎ
出
す　

そ
れ
は
５
度
よ
と　

や
さ
し
く
ほ
ほ
え
む

 

（
五
円
は
使
え
ま
せ
ん
）

先
生
と　

仲
良
く
な
れ
た　

コ
ロ
ナ
時
期

ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
て　

ギ
ャ
ッ
プ
萌
え

 

（
人
は
見
か
け
に
よ
ら
ぬ
も
の
）

授
業
が
終
わ
っ
た
、
部
活
だ

終
礼
後　

な
ぜ
か
集
ま
る　

三
の
一

早
く
い
け
よ　

部
活
始
ま
る

 

（
練
習
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

炭
酸
を　

飲
ま
な
い
よ
う
に　

し
て
い
る
が

目
の
前
で
飲
む　

○
○
○
○

 

（
体
づ
く
り
は
大
事
で
す
）

あ
の
車　

姿
を
見
る
た
び　

祈
る
日
々

 

（
今
日
も
練
習
頑
張
る
ぞ
）

奥
深
い　

日
本
文
化　

極
め
た
ぞ

美
し
い
所
作　

だ
し
の
取
り
方

 

（
う
〜
ん
、
い
い
ね
ぇ
〜
）

試
合
中　

や
っ
て
し
ま
っ
た　

負
け
そ
う
だ

な
ん
と
か
し
ろ
よ　

勝
つ
し
か
な
い
な

 

（
負
け
て
な
る
も
の
か
）

腹
へ
っ
た
、
さ
あ
帰
ろ
う

西
風
と　

重
力
に
負
け　

道
連
れ
に

泥
ま
み
れ
で　

玄
関
に

 

（
自
転
車
ご
と
田
ん
ぼ
へ
）

登
下
校　

天
気
に
負
け
ず　

自
転
車
で

 

（
昔
は
み
ん
な
そ
う
だ
っ
た
）

帰
り
道　

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
か
い　

鹿
が
出
た

キ
ラ
リ
と
光
る　

つ
ぶ
ら
な
瞳

 

（
出
会
い
は
突
然
で
す
ね
）

帰
り
道　

歌
う
僕
ら
を　

照
ら
す
月

 

（
月
夜
は
し
っ
と
り
と
し
た
曲
を
）

明
日
も
頑
張
ろ
う

部
活
終
え　

帰
宅
・
入
浴　

食
事
と
り

宿
題
予
習
は
？　

も
う
寝
る
の
！

 

（
あ
し
た
が
あ
る
さ
）

も
う
す
ぐ
卒
業
だ
ね

先
生
に　

お
世
話
に
な
っ
た　

三
年
間

忘
れ
ら
れ
な
い　

思
い
出
ば
か
り

 

（
力
強
く
歩
ん
で
い
こ
う
）

あ
っ
と
い
う
間
の　

三
年
間

み
ん
な
達
者
で　

ま
た
会
う
日
ま
で

 

（
お
れ
た
ち
は
い
つ
も
こ
こ
に
い
る
よ
）


